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職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  ププララズズママ・・核核融融合合学学会会  

研研究究分分野野：：  数数理理物物理理，，物物性性基基礎礎  

キキーーワワーードド：：  ププララズズママ物物理理，，微微粒粒子子ププララズズママ，，粒粒子子シシミミュュレレーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・動動力力学学粒粒子子シシミミュュレレーーシショョンンをを用用いいたた粒粒子子のの挙挙動動予予測測  

・・帯帯電電微微粒粒子子群群のの構構造造解解析析  

  

 
研研究究内内容容：：  ププララズズママ中中のの微微粒粒子子群群のの構構造造形形成成にに関関すするる挙挙動動シシミミュュレレーーシショョンンとと理理論論解解析析  

  

  半半導導体体やや薄薄膜膜のの生生成成時時にに使使用用さされれてていいるるププロロセセススププララズズママ内内のの底底ののほほううにに、、ママイイククロロササイイズズ程程度度のの微微粒粒子子ががダダ

スストトととししてて群群れれをを成成すすよよううにに存存在在ししてていいたた。。そそししてて、、そそれれをを取取りり除除くくここととがが半半導導体体やや薄薄膜膜のの性性質質向向上上のの一一因因ととななるるたた

めめ、、ププララズズママ中中のの微微粒粒子子ににつついいててのの研研究究にに注注目目がが集集ままっったた。。結結果果ととししててそそのの微微粒粒子子はは、、ププララズズママ内内にに混混入入すするるこことと

でで負負にに帯帯電電しし、、ププララズズママをを閉閉じじ込込めめるる静静電電ポポテテンンシシャャルルにに反反発発すするるここととでで、、重重力力とと釣釣りり合合うう位位置置でで浮浮遊遊ししてていいたたこことと

がが判判明明ししたた。。  

ままたた、、ププロロセセススププララズズママだだけけででななくく宇宇宙宙ププララズズママやや核核融融合合ププララズズママ等等のの各各分分野野ににおおいいててもも微微粒粒子子にに相相当当すするるもものの

がが存存在在すするるたためめ、、微微粒粒子子ププララズズママ（（ままたたははダダスストトププララズズママ））はは一一つつのの分分野野ににままででななっってていいっったた。。条条件件次次第第でではは、、ププララ

ズズママ中中のの微微粒粒子子群群がが結結晶晶構構造造をを形形成成ししてていいたたここととももあありり、、物物質質のの状状態態変変化化のの過過程程をを可可視視化化すするるここととががででききたた。。そそ

ここでで本本研研究究でではは数数値値シシミミュュレレーーシショョンンをを用用いいるるここととにによよりり、、帯帯電電微微粒粒子子群群のの構構造造形形成成すするる際際のの挙挙動動をを再再現現しし、、ままたた

形形成成ししたた構構造造をを理理論論的的にに解解析析すするるここととでで、、実実験験ににおおけけるる微微粒粒子子群群のの内内部部構構造造をを予予測測しし、、実実験験条条件件のの選選定定にに役役立立

ててるるここととをを目目指指ししてていいるる。。  

  ささららにに実実験験室室でではは実実現現がが困困難難だだっったたりり、、金金銭銭的的にに回回数数がが制制限限さされれたたりりすするる状状況況、、例例ええばば無無重重力力状状態態やや微微粒粒子子数数

をを極極端端にに少少ななくくすするる等等のの条条件件設設定定ををすするるここととでで、、宇宇宙宙ププララズズママ等等のの分分野野ににおおいいててもも応応用用すするるここととがが可可能能ででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図：：少少数数（（33 かからら 88 個個））かかららななるる帯帯電電微微粒粒子子群群のの、、無無重重力力下下ににおおけけるる構構造造のの数数値値シシミミュュレレーーシショョンン  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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